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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

[目的と実施計画予定]	
 

本研究は，細胞内で光ピンセット操作を行いたいというニーズに応えるため，パルスレーザー光を光ピンセットの

アシストに用いて操作する手法であるPulse	
 Laser	
 Assist	
 optical	
 Tweezers，通称	
 PLAT（プラット）を開発して細

胞内での光ピンセット操作（in	
 vivo光ピンセット操作）を実現させ，細胞手術に応用できるような光ピンセット技術

を開発することが目的である．実施計画では，平成22年度中に光ピンセット用レーザーであるCWレーザーをアシスト

しているパルスレーザーのパルス幅に着目し，対象となる微小物体にメカニカルな力をかけるために最適なパルス幅

を算出し，算出したパルス幅のレーザーを用いて，その有用性を実証する実験を行い，カバーガラス基板にポリスチ

レン粒子を固定して従来の光ピンセットでは操作できない状態にし，この固着した粒子をパルスレーザーの力によっ

て取り外すことができることを示す予定であった．	
 

[進捗状況]	
 

エネルギー照射時間が短く，かつ PLAT の効果を十分発揮できるパルス幅を求めるため，光ピンセットでトラップし

た粒子の運動を，調和振動子モデルを用いて解析し，PLAT に適切なパルス幅を算出した．その結果，PLAT で細胞操作

に使用するパルスレーザーのパルス幅は，100	
 ns 程度から 200	
 ns 程度が適切であるという結論が得られた．また，

このパルス幅をもつレーザーは市販されていないため，特注で作成し、ロングパルスのレーザーを入手した．	
 

このロングパルスレーザーを PLAT に用いた最初の実験として，パルス幅 160	
 ns のパルスレーザーの効果を，粒子

の取り外し実験で検証した．その結果，これまでより格段に少ないレーザーパワーで固定した粒子を取り外すことが

できるようになったことが示され，PLAT の効果を効率的に発揮できるようになった．	
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